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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・西病棟ＡユニットのＰＨＳ（125）の現在電源が入らない為、1/28（月）に庶務へ修理を依頼することとなっています。修理終了までの間は西病棟への連絡はＢユニットのＰＨＳ（126）か内線264へする様にして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・船場　幸子様～本日14:00～16:00まで青山荘見学となっています。見学は振り返りと不安感について確認していきましょう。青山荘入所日時が決定したことに伴い看護計画を追加しています。

＜食事状況評価検討＞

食事チェック表の書式について意見交換をしています。

· 試験的に『その他』の欄を設けているが紙1枚に６日分しか無いためコスト面では良くないのではないか。

· 汁物を残す患者様は少ない為、書式は今までどおりにして余白に残した方の名前と摂取内容を書けばいいのではないか。

· 食事摂取確認表とカルテのフローシートの食事摂取項目との一貫性がなくチェックしにくい為検討して欲しい。

＜リスク把握評価検討＞

現在、病棟における評価基準については検討・作成中です。担当患者様のリスクに

ついては評価を行い、必要であればケアプランへ反映させていくようにしましょう。

＜業務改善意見交換＞

治療プログラムについて

現在複数のプログラムを展開しています。（疾病教室・料理教室・生活習慣改善プロ

グラム）

生活習慣改善プログラム導入前の病棟スタッフへの周知が不充分な為、実施時スタッフ内で混乱が生じることがありました。（場所や実施方法を周知しているスタッフが

いない→スタッフへ周知されているかの確認もとれない）

今回の事に限らず、各治療プログラムのサポートスタッフは企画の内容について病棟スタッフへの周知を確実に行い、スタッフ内で混乱を生じさせるような事や患者様へ御迷惑を掛けることのないようにして下さい。










